
原始仏教における 自然 について
arannaはいわゆる 自然 か？

橋 本 哲 夫
(種 智 院 大 学)

自然 の意味は必ずしも安定していない。そこで，地球上の人工・人為

と無縁な部分を，いわゆる 自然 とみなし，他の 自然 の意味と区別

するため， 自然物自然 と呼ぶことにする。

この 自然物自然 を表す一語のパーリ語がテキストのガーター
⑴

内にあ

るだろうか？ あれば，それがいわゆる 自然 といいうる。

テキスト内には，naga（山），samudda（海），sarita（河），vasundhara

（大地）が併記されているところがあり（Thag.1133），この４つの単語で，

自然物自然 の全体が表現されていると えられ
⑵

る。

このうち，vasundhara（大地）は，SN.vol.1,p.100で 雨雲が，電光

の花輪をかざし，百の尖塔を示し，雷鳴を轟かし，大地（vasundhara）に

雨ふらし，高地（thala）も低地（ninna）も満たすように・・・ と言わ

れることから， vasundhara（大地）＝高地（thala）＋低地（ninna） であ

る。

一方で，その 高地（thala），低地（ninna） は，Thag. 991, Dhp. 98,

SN. vol. 1, p. 233で 村（gama）でも，林野（
⑶

aranna）でも，低地

（ninna）にせよ，高地（thala）にせよ，聖者（アラハン）の住む土地は楽

しい といわれることから， 高地（thala）＋低地（ninna）＝村（gama）＋

林野（aranna） であると える。
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以上の２点を え合わせると， vasundhara（大地）＝村（gama）＋林野

（aranna） となる。ここで， 自然物自然 とは地球上の人工・人為と無

縁なところであったので，vasundhara（大地）から村（gama）を除いた

ところのこの 林野（aranna） がそれに最も近いものと えられ
⑷

る。 林

野（aranna）はいわゆる 自然 のようである。もし，そうだとすると，

林野（aranna）には，当然，vanaや kananaなどの 樹木のあるところ

全てが含まれるはずであるが，実情は，どうか？

テキスト内で， 樹木のあるところ を意味するパーリ
⑸

語には，１．

arama（grove,Ander;園，僧園。邦訳は中村元訳。以下同じ），２．kantara

（forest, Ander;wilderness, desert, DOP.;wilderness, Noman;荒野），３．

kanana（wood, forest, a large wood, DOP.;a glade in the forest, grove,

wood,PTSD.;grove,forest,Noman;林，森，叢，叢林，荒地），４．gahana

（wood,thicket,jungle,Ander;thicket,Noman;a thicket jungle,PTSD.;密林，

茂み），５．gumba（bush,thicket,jungle,Ander;叢林），６．daya（forest,

grove,Ander;wood,jungle,forest,grove,PTSD.;forest,Noman;園林，林），

７．dhammani（a forest on dry land, PTSD.），８．nagavana, ９．

pagumba:（grove,Noman;thicket,bush,PTSD.;bush,thicket,jungle,Ander;

茂み），10．brahavana（great  wood, Noman; 密林），11．mahavana

（great wood,Noman;大きな林），12．vana― mahavana,nagavana,bra-

havana, vanasanda, vananta, vanatha 以外の複合語を含
⑹

む―（forest,

grove,Ander;forest,jungle,wood,Noman;叢，森，林，叢林），13．vanatha

（undergrowth, Ander; underbush, Carter; underwood, brushwood, thicket,

PTSD.; 下ばえ），14．vananta（grove, Noman, 林，森のほとり），15．

vaneyya（variegated woodland plants, Noman;灌木），16．visuka（dried
 

out or up, PTSD.; ），17．sanda―vanasandaを含む―（wood, thicket,
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Ander;thicket of trees, thicket, Noman;grove, PTSD.;茂み），18．sanda:

（wood,PTSD.;thicket,Noman;叢林）があ
⑺

る。これらの内，出現回数の多

い 12．vana と ３．kanana をこれらの代表とみなし，それらの相

違点を明らかにしつつ，vanaが arannaに含まれる（すなわち arannaが

自然物自然 を意味する）のかどうかを確かめる。

これら３語（領域）の相違点を明らかにするために，それらの領域に住

んでいる生き物に違いがあるかを見ると まず， 鳥 に関してである

が，vanaには，vihangama（鳥Thag.1108, 1136)，mayura（孔雀Thag.

1103)，
⑻

ujjuhana（Thag.597），dija（鳥Thag.1103,Sn.1134)，mora（孔雀

Thag. 22）という 鳥 がおり，
⑼

kananaにも，dija（Sn. 1134），mayura

（Thag. 1113），konca（鷺Thag.1113）という 鳥 がいるが，aranna

には，まったくいな
⑽

い。

次に， 哺乳動物 に関しては，鹿は，３領域に共通して見られる

（Thag.1144, Sn.39, Thag.109, SN. vol.1, p.201 岩波文庫 の 塵 は誤

植。）。鹿以外では，vanaには，sıha（獅子 Sn.562,1015,Thag.832）がおり，

kananaには，eneyya（羚羊Thag. 1135），kunjara（象Thag. 539），dath-

in（猛獣Thag. 524），dıpin（豹Thag. 1113），byaggha（虎Thag. 1113），

varaha（野猪Thag.1135） がおり，arannaには，kunjara（象 SN.vol.1,

p,124），naga（象Dhp.329,330,Sn.53），valamiga（猛獣Thag.602）がい

る。

ここで，いわゆる 猛獣 に注目してみた場合，sıha（獅子），dathin

（猛獣），豹，虎，valamiga（猛獣）は 猛獣 であるので， 猛獣 も，

一見，それらの３領域に共通して住んでいることになる。しかし，それは

sıha（獅子）を現実の哺乳動物の獅子すなわち 猛獣 と えた場合のこ

とである。sıhaを詳しく調べると事情は異なる。sıhaはテキスト内で２
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３回出現するが，sıhaの明記された活動領域は，vanaと girigabbhara

（山窟）と selaguha（岩窟）の３ヶ所に限られている。しかも，vanaにお

いては，‘sıho va nadatıvane’の表現のみ（Sn. 562, 1015, Thag. 832），

girigabbharaにおいては ‘sıha va girigabbhare’の表現のみ（Sn. 416,

Thag.1081），selaguhaは ‘sıho selaguhayam va’のみ（Thag.367）であ

る。sıhaを現実の哺乳動物の獅子と えた場合，その明記された活動場

所が vanaと洞窟のみであり，そこでの行動が， 吼える ， 棲んでいる

だけであるというのは，かなり不自然である。さらに，その活動場所のう

ち，vanaと girigabbhara（山窟）は， そこで不死を得るために思いをは

せるのはいつのことだろうか？ （Thag.1103）と修行・思索のあこがれの

場と えられているが，その girigabbhara（山窟）には，この Thag.

1103以外の全用例に獅子がいる。つまり，修行・思索のあこがれの場には

必ず獅子がいるのである。現実の哺乳動物の獅子の存在が，修行・思索の

絶対条件でもない限り，このような表現は不自然である。したがって，

vanaと洞窟にすむ獅子は，現実の哺乳動物以外のものと えねばならな

い。

さらに，この Thag.1103を含む，Thag.1091から Thag.1106までは，

修行・思索生活に対する憧れを述べたものだが，そこには，尊敬・憧れの

対象となっている人として， 聖者 （muni, Thag. 1092）， 仙人 （isi,

Thag.1095,1102）， 偉大な仙人 （mahesi,Thag.1098,1106）が挙げられて

いる。これらの内， 聖者 ， 仙人 が，vanaに棲む事実は別の個所でも

言われている。この人たちがいる故に，vanaと洞窟はあこがれの場とな

っているのである。この人たち，すなわち 聖者 ， 仙人 を， 極めて

すぐれた人 という意味で， 獅子 と呼んだのだと える。

このように，vanaにいる 獅子 は，現実の哺乳動物の獅子ではない。
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したがって，vanaは，aranna kananaに対して，猛獣が棲まないという

違いがある。

次に，爬虫類では，sirimsapa（reptiles,snakes,norman蛇，爬虫類）が，

sunna-geha（SN. vol. 1, p. 106）に棲み，bhujangama（蛇）が，aranna

（SN.vol.1,p.69）と gama（SN.vol.1,p.69）に棲んでいるが，vanaには

棲んでいない。

また次に，昆虫の damsa（yellow fly, gadfly, PTSD., gadfly, Noman，

蚊），makasa（moth, pts, mosquito, Noman，虻）が，arannaに棲んでい

るが vanaには棲んでいないという違いがある。

さらに，植物については，テキスト内に，植物及び植物派生物（花，葉，

根，蜜，茎など）は多く見られるが，arannaには rukkhamula（木の根も

と）の可能性があるだけで，他は一切ない。

以上をまとめると，vanaには，当然ながら，多くの植物及び植物派生

物があり，鳥がいるが，猛獣と爬虫類と蚊・虻がいない。一方，aranna

には，rukkha以外に植物及び植物派生物がなく，鳥がいないが，猛獣と

爬虫類と蚊・虻はいるという違いがある。つまり，これらの点では，

vanaと arannaはまったく正反対のものである。

このように正反対の性格を持つものが，どちらかが一方を含むという包

摂関係を持つことはない。したがって，原始仏教のガーター内では，

arannaは vanaを含まないのだと えられる。すなわち arannaは， 自

然物自然 と呼ぶに値しない。また，訳語は中村博士の指摘するごとく，

荒野 （ 曠野 ）が相応しい。

＜以上＞
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注

⑴ Suttanipata(PTS.1965) Samyutta-Nikaya vol.I(PTS.1973) Thera-

gatha（PTS. 1966），Therıgatha（PTS. 1966），Dhammapada （PTS.

1995），Itivuttaka（PTS.1975），Udana（PTS.1948）内の全ガーター。

⑵ 他の組み合わせもある mahasamudda（海），pathavı（大地），

pabbata（山），anila（風） がThag.1013に， pathavı（大地），samudda

（海） がThag.777に， naga（山），samudda（海），sarita（河），vasun-

dhara（大地） が Thag. 1133に， tala（大地），naga（山） が Thag.

1065に見られる。

⑶ arannaは，中村元博士は， 森 林 人のいない林（Dhp.99） と訳さ

れるが，いまのこの用例では，仮に草原と林等を含むものとみなしているの

で， 林野 という訳語にしている。arannaの訳語については，中村元博士

が，Dhp.99の注記に次のように記している ひとのいない林 aran-

na.この語を日本の専門家達は， 森 とか 森林 とか訳すが，誤解を生

じ易い。日本のインド学はヨーロッパから入ってきたが，インドの現地の風

土に注意しなかったために，梵英辞典に forestという訳語がついでに挙げ

られていて，次に forestを英和辞典で引いてみると， 森 とか 森林 と

なっているため，そのように訳すことが定着してしまった。しかし，日本語

の森林を連想すると，とんでもない間違いになる。ゴータマブッダの活動し

た地域には密林のようなものをほとんど見かけない。むしろ人里はなれた静

かな空き地を言う。その証拠には，荻原 梵和辞典 に挙げられている

aranyaの多数の漢訳語を見ても， 森 という漢字は出てこない。漢訳 法

句経 羅漢品にはただ 空閑 と訳し，Udv. XXXIX,17に対応する 出曜

経 奏要品， 法集要頌経 相応品にも aranyaを 空閑 と訳している

（ ブッダの真理の言葉 感興の言葉 岩波文庫 p.93-4）。また，SN. vol.1,

p.5に対する注では， Aranne‘In the forest’（Mrs.Rhys Davids）。ただし

森 といっても日本のように樹木の密集しているところではなく，樹木が

まばらに生えている，人のいない曠野，荒野である。その点で，‘In der
 

Wildnis’（Geiger）という訳の方が誤解を与えないですむ。arannaは 阿

練若 と音訳され， 空閑所 （くうげんしょ）と意訳された。 雑阿含経

のこの個所には，両訳語が用いられている （中村元 ブッダ神々との対話

岩波文庫 p.232-3）。さらに，A Dictionary of Pali（PTS.,2001）でも，訳

語の冒頭に ‘wilderness’が挙げられている。‘wilderness’は 原生自然

が適訳と思うが，その場合は，山も河も海も含むことになる。wilderness

（原生自然）と訳しうるものには，他に vivana（wilderness, PTSD., 林），
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kantara（wilderness, Noman，荒野，中村), vanapatta（woodland wil-

derness,Noman，森の樹陰）がある。

⑷ ただし，もともと vasundhara（大地）は，山，河，海を含んでいないの

であるから，かなり限定された 自然物自然 である。類似の定義が，

Vinaya-Pitaka,vol.3,p.46に見られる arannaとは，村落と村落の周

りを除いたものを arannaと言う（arannam nam thapetva gaman ca
 

gamupacaranca avasesam arannam nama）。また，Sn.119と SN.vol.1,

p.69では arannaと gamaで一つのまとまった領域を表している。

⑸ 略号 Ander.＝Glossary of “A Pali Reader with Notes and Glos-

sary”;by Dines Andersen Third Edition, Revised.1901-1907, PTSD.＝

“The Pali Text Society’s Pali-English Dictionary”Edited by T.W.Rhys
 

Davids and William Stede, PTS. 1956, Carter＝“Dhammapada A New
 

English Translation with the Pali Text and the First English Translation
 

of the Commentary’s Explanation of the Verses With Notes Translated
 

from Sinhala Sources and Critical Comments”by John Ross Carter and
 

Mahinda Palihawadana,Oxford University Press,1987, Noman＝K. R.

Norman“The Elders’Verses I Theragatha Translated with an Introduc-

tion and Notes”1969,PTS.,“The Elders’Verses II Therigatha Translated
 

with an Introduction and Notes”1971,PTS.,“The Group of Discourses

（Sutta-nipata)”;Second edition,Translated with Introduction and Notes
 

by K.R.Norman,PTS. 2001,CPD.＝“Critical Pali Dictionary”Begun by
 

V. Trenckner, Revised, Continued, and Edited by Dines Ander. sen,

Helmer Smith, and Hans Hendriksen, Published by The Royal Danish
 

Academy of Sciences and Leteers,DOP.＝“A Dictionary of Pali Part I,

a-kh”by Margaret Cone,PTS. Oxford,2001。中村元博士の訳語は以下に

拠った 中村元 ブッダ神々との対話 岩波文庫，1986， ブッダ悪魔と

の対話 岩波文庫，1986， ブッダのことば 岩波文庫，1991， 仏弟子の告

白 岩波文庫，1989， 尼僧の告白 岩波文庫，2001， ブッダの真理のこと

ば感興のことば 岩波文庫，1978，1997。

⑹ 含まれる複合語：ambavana マンゴーの林 ，asipattavana 鋭い剣の

葉のついた森 ，kubbanaka 疎な林 ，jıvakambavana ジーヴァカのマ

ンゴー林 ，jetavana ジェータ林 ，bhesakalavana ベーサカラー林 ，

salavana サーラ樹の林 ，sıtavana 寒林 。邦訳は中村元博士による。

そ れ ら の う ち，a m b a v a n a, j ıv a k a m b a v a n a, j e t a v a n a,

bhesakalavanasıtavanaはNoman博士によれば，固有名詞である（K. R.
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Norman “Elder’s Verses I”p. 305-9, Index of Names, K. R. Norman

“Elder’s Verses II”p.182-3,Index of Names）。nagavana(elephant glove,

Ander.),brahavana,mahavana,vanasanda,vananta,vanathaを含まない

理由 nagavanaは，mahavanaの別名の可能性（赤沼智善編 印度佛教

固有名詞辞典 p.437）があり，brahavanaは vanaの一種ではなく， 強

い意欲 を意味し，vanasandaは kananaの一部であり，vanantaは，“at
 

the end of desires”(Ander. ad Dhp.305，p.227）と解することも可能で

あり，vanathaは， 欲望 を意味する可能性が高いから。

⑺ vanantaは，“at the end of desires”とも解される（Ander. p. 227, ad
 

Dhp.305）

⑻ ujjuhana (Thag. 597）は，注釈によれば，pabbata（山）の名前であり，

かつ sakuna（鳥）の名前でもある。中村元 仏弟子の告白 岩波文庫 p.

264参照。

⑼ kananaの vanasandaには kokila（カッコーThig.261）がいる。

SN.vol.1,p,7,203の，thite majjhantike kale,sannisinnesu1pakkhisu,

sanate va maharannam,tam bhayam patibhati man＝ti. thite majjhanti-

ke kale,sannisinnesu pakkhisu,sanate va maharannam,sa ratıpatibhati
 

man＝ti.は 日も盛りのとき，鳥ども（pakkhin）が（枝に）とまってい

るときに，大きな森（maharanna）が鳴り響く。それは，私には恐ろしく

思われる。日も盛りのとき，鳥どもが（枝に）とまっているときに，大きな

森が鳴り響く。それは私には楽しみと思われる （中村元 ブッダ 神々と

の対話 岩波文庫）“T is the high hour of noon;the birds rest silently.

Boometh the mighty forest;fearsome that sound to me.T is the high hour
 

of noon;the birds rest silently.Boometh the mighty forest;enchanting that
 

sound to me.”(Mrs.Rhy Davids“Kindred Sayings,vol.1,p.11,260)とも

読め， 鳥 が 大きな森（maharanna） にいるとも取れるが，pakkhin

(pakkhisu）を ‘participating’(PTSD.） 参加者仲間 と解し，‘sanate’を

異読の ‘palate’(run away,PTSD.）とし，訳を 日も盛りのとき，参加者

仲間と一緒にいるときに，大きな arannaに出て行くことは，私には恐ろし

く思われる（略）私には楽しみと思われる とし， 鳥 と 大きな aran-

na には接点はないと える。

象 を表す語には，１．kunjara（おそらく野生の象，また雌象に対す

る雄象，固有名の場合もある，aranna,kanana,mahavanaに棲む，岩山に

声が届く），２．gaja，３．karenu（雌象，mahavanaに棲む），４．naga

（主として飼いならされた象），５．varana（岩山に声が届く），６．sava-

原始仏教における 自然 について（橋本哲夫)8



hana（象とは限らない，ノーマン博士は elephantまたはmountまたは

trainと訳す。中村博士は１例のみ 象 （Sn. 442），他は 軍勢 ），７．

hatthin（象軍，財産，乗り物として等）がある。arannaにいる象（Dhp.

329,330,Sn.53,SN.vol.1,p.124,G）は，全て群を離れた象である。一方，

kananaの象（Thag.539）は，ノーマン博士，中村博士によれば複数とし

て訳される。vanaに nagavana 象の林 を含めると，vanaにも象が棲む

ことになるが，ここでは，nagavanaはmahavanaに近いものと える。

SN.vol.1,p.180に見られる“gambhırarupe bahubherave vane”は，bher-

ava 恐ろしいもの が猛獣ではないか，vanaが 森・林 ではないか，

あるいは，bheravaを vanaにかかる形容詞と える。

他に， 真理を重んじる人々 （dhammaguru, Thag. 1096）， 立派な

人々 （tadin, Thag. 1096）， 真実を見る人 （yathavadassin, Thag.

1096）， 感覚に打ち勝った人 （jitindriya,Thag.1096）， 努める人 （pad-

haniya, Thag. 1096）も言われるが，これらは，テキストの他の個所で，

vanaとの関係を言及されることはない。

muni SN.vol.1,p.181,Sn.165,221.isi SN.vol.1,p.33,55x2,Sn.

684.Thag.948.

sıhaは，ここでは全て， 勝利者 ， 世尊 ， 聖者 などの 極めてすぐ

れた人 の喩えとして使われており，sıhaを 極めてすぐれた人 と訳し

ても各ガーターの要旨は変わらない。

SN. vol.1, p.69には 村（gama）にせよ，arannaにせよ，蛇を見る場

合には，幼いからといってあなどってはならない とあり，gamaと aran-

naで あらゆるところ を意味していると取れば，vanaにも蛇がいること

となるが，今はそうとらない。

arannaにいて，蚊や虻にかまれながら，心に念じて，耐え忍ぶべきで

ある。 強い意欲（brahavana）で戦場の先陣にいる象のように

（Thag. 31, 244, 684）。damsaは， 空屋（sunna-geha） にもいる（SN.

vol. 1, p. 106）が，その 空屋 は，vanaにあるのではないと える。

kananaについては，現時点では，その範囲が不明なので確定できない。

テキスト内の植物及び植物派生物 agga（crest,Norman，枝), amala-

ka（name of tree),amba（mango),ambusevala（water plant),assattha

（fig tree,Norman),atthi（the stone of a fruit,PTSD.),bhisa（lotus),bıja

（seed), bırana（name of grass, tree?), candana（sandal wood，栴檀),

chadana（foliage,Noman，苞（おおい）),cınaka（kind of bean),dalika

（a kind of creeper, PTSD.), daru（wood, timber a stick, log of wood,
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Ander.),daruka（木切れ),dabba（name of grass),dhanna（corn),duma:

（tree,Norman;tree,PTSD.),daka（dried-begetable,eatable herb),din-

gulaka（name of a plant), elambuja（lotus), gavi:（creeper, Noman),

indagopaka(indagopaka＝insects昆虫,Norman，草),jambu（rose apple
 

tree, Ander) kala（a kind of plant, creeper, CPD.), kadali（banana),

kalingara（log), kalıra（shoot), kapittha（wood apple tree), kattha

（chips, Norman), katthaka（name of plant), khanu（stump of tree),

kittha（corn),kola（＝he jujube fruit,PTSD.,棗),kovilara（n.of tree),

kumuda（lotus),kusa（grass),kusuma（flower),kutaja（a kind of root,

PTSD.), lata（creeper), latthi（sprout of a plant, PTSD.), maluva

（name of plant,蔓草),madhu（honey),makula（bud),mallika（ジャスミ

ン),mulali（lotus),munja（name of grass),mula（root), nala（＝nala,

pipe), naga（trees, Norman), nala（＝nala, reeds), nigrodha（name of
 

tree),padapa（tree,Norman),parichatta（coral tree),patalı（f.name of
 

tree), payasa（粥), pabbaja（name of grass，い草), paduma（lotus),

padumin（lotus), palasa（leaf, PTSD.), panna（leaf, Norman，茎),

patta（leaf), pattali（plantain＝banana), phala（fruit), pokkhara

（lotus),potakila（a kind of glass),pundarıka（lotus),puppha（flower),

pupphita（flowerly, Norman), rukkha（tree), sakha（branch, PTSD.),

sala（name of tree), sali（grains of rice,Ander.), samaka（稷（きび）),

sanavaka（hemp, 麻), sasapa（mustard seed, Ander. からし，からし

菜), sallakı（name of tree, PTSD.), sara（葦), sikhara（bud), simbali

（silk-cotton tree,PTSD.）, susaddala（adj. good-grassy), tala（＝name
 

of tree),tacasara（（even)the best(bark i.e.)tree,PTSD.，茎の細い植

物),takkarı（name of a tree,アカシア),taru（tree,PTSD.,Norman),tila

（sesame, sesame seed, Ander.), timbaru（name of tree), tina（grass),

tinakattha（grass-chips),tula（cotton),udumbara（fig),umma（flax,亜

麻),uppala（blue lotus),usıra（name of a grass),varija（lotus),vamsa

（bamboo), vassika（jasmunum sambac, a plant PTSD., ジャスミン),

vassikı（a sort of jasumine,Ander.), velu（venu, bamboo), vıhi（rice),

vitapin（tree, PTSD.), yava（barley, PTSD.）＜注＞英語アルファベット

語順。これらの内，agga（crest, Norman，枝, Sn.233), daruka（木切れ,

SN.1,vol.1,p.202x2,),maluva（name of plant,蔓草,Sn.272,SN.1,vol.

1,p.207),phala（fruit,Dhp.334,Thag.399),pupphita（flowerly,Norman,

Thig.370,371),kusuma（flower,Thag.545）が，vanaにある。
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arannaと rukkhamulaは，SN. 1, vol. 1, p. 220, Thag. 887, 925で，

“aranne rukkhamule（-su）”というイディオム的表現が見られるので，ま

た，前後の接続詞（ca, va）の使い方から， arannaにある木の根元で と

いう意味だと える。
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